
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年 ３月号  Ｎｏ．２１０ 

亘理町立図書館  

〒989－2351 亘理町字西郷１４０番地 

TEL (34)8700  FAX (34)8704 

●開館日数      ・・・     ２２日  

●入館者数      ・・・  ８，０４５人 （１日平均 ３６６人） 

●貸出利用者数    ・・・  ２，７２３人 （１日平均 １２４人） 

●貸出冊数      ・・・ １１，０４８冊 （１日平均 ５０２冊） 

●ＡＶブース利用者  ・・・    ３８２人 （１日平均  １７人） 

新型コロナウイルス感染防止のため、３月３１日まで臨時休館します。３月開催予定のイ

ベント（おはなし会、映画会含）も全て中止、または延期いたします。 

 なお、状況に応じて変更が生じる場合がありますので、随時最新の情報を亘理町のホーム

ページ等で、ご確認ください。 

・本の返却は、２階南側入口わきのブックポストへお願いします。 

・DVD・CD等につきましては、開館後に返却をお願いいたします。 

・住民票、戸籍などの発行業務は行います。 

 ご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協力をお願いいたします。 

 

 東日本大震災をテーマにした内館牧子さん脚本の「小さな神たちの祭り（TBC テレビ

６０周年記念テレビドラマ）」が、令和元年度文化庁芸術祭テレビドラマ部門の優秀賞を

受賞しました。このドラマは、亘理町が舞台になっており、撮影も町内で行われました。 

内館牧子さんには、2014 年６月に図書館開館２０周年記念講演をしていただき、そ

れからずっと今でも亘理を応援してくださっています。 

 震災から９年。図書館ロビーのミニギャラリーで、内館牧子さんのサイン本や「小さな

神たちの祭り」の台本などを展示しています。図書館開館後もご覧いただけますので、こ

の機会にぜひどうぞ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『海 の 十 字 架』 
 

安倍
あ べ

 龍太郎
りゅうたろう

 著 

 

／文藝春秋 

 

請求記号  ア  
 

  
ポルトガルの大型帆船「ナウ」を目の

当たりにした日本初のキリシタン大

名・大村純忠の決断を綴った表題作や、

宗像氏貞、服部友貞、三好四兄弟、津軽

為信、長尾景虎らを描いた全 6 篇を収

録。 

『金 子 と 裕 而』 
 

五十嵐
い が ら し

 佳子
け い こ

 著 

 

／朝日新聞出版 

 

請求記号  イ  
 

 

 ともに音楽を愛する裕而と金子

は、文通を通じた大恋愛の末に結婚

する。戦後、疲れ果てたこの国に人

びとを励ますために寝食も忘れて曲

を作り続ける裕而に、金子は-。天才

作曲家と彼を支え続けた妻の物語。 

『ド ミ ノ i n 上 海』 
 

恩田
お ん だ

 陸
りく

 著 

 

／KADOKAWA 

 

請求記号  オ  
 

 

上海のホテル「青龍飯店」で、25

人(と 3 匹)の思惑が重なり合う-。もつ

れ合う人々、見知らぬ者同士がすれ違

うその一瞬、運命のドミノが次々と倒

れてゆく。圧巻のエンタテインメント。 

・「自分」を生きる   坂東 眞理子 著 159 バ 

・もう不祥事は許さない   徳山 誠 著 336 ト 

・老後ひとりぼっち   松原 惇子 著 L３67 マ 

・私にとっての介護  岩波書店編集部 編 369 ワ 

・あいたくてききたくて旅にでる 

          小野 和子 執筆 W388 オ 

・身のまわりのありとあらゆるものを化学式で書いて 

 みた          山口 悟 著 430 ヤ 

・エンド・オブ・ライフ  佐々 涼子 著 490 サ 

・飲んでる薬、多すぎませんか？ 

            秋下 雅弘 著 493 ア 

・病気は社会が引き起こす  木村 知 著 498 キ 

・クルマの本箱      内野 安彦 著 537 ウ 

・キッチンではじめる家庭菜園 

   ケイティ・エルザー・ピーターズ 著 626 エ 

・オリンピック競技おもしろ大全 

             雑学総研 著 780 オ 

・世界一効く体幹トレーニング 

       中野 ジェームズ修一 著 780 ナ 

・かんもくの声    入江 紗代 著 T916 イ 

・こまったさんのレシピブック 

       寺村 輝夫 レシピ原案 M596 コ 

・リュウジ式悪魔のレシピ リュウジ 著 M596 リ 

 

『長生きしたいわけでは 

      ないけれど。』 
 

曽野
そ の

 綾子
あ や こ

 著 

 

／ポプラ社 

 

請求記号 ９１４ソ  

 

生き方の好みがその人の「芯」にな

る、人間に大切なのは「本質」だけ、

自分の不幸を特別視しない…。自分な

りの生き方を貫いてきた著者が、「人

生 100 年時代」を穏やかにまっとう

するための心得を伝える。 

※  L … 大活字本  / W … 郷土 

 T … 闘病記   / M … 婦人書 

 

画像は使

用できま

せん 

画像は使

用できま

せん 

画像は使

用できま

せん 

画像は使

用できま

せん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『まさか我が家が!?  命と財産を守るサバイバル・マニュアル 21』 

和田 隆昌／著 潮出版社 ３６９ワ 

『美しい電子顕微鏡写真と構造図で見るウイルス図鑑 101』 

マリリン・J.ルーシンク／著 創元社 ４６５ル 

『出番を待つ怪物ウイルス』 根路銘 国昭／著 光文社 ４９１ネ 

『感染症』 井上 栄／著 中央公論新社 ４９３イ 

『新型・殺人感染症』 

エリノア・レビー、マーク・フィシェッティ／著 日本放送出版協会 ４９３レ 

 

『ウイルス大感染時代』 NHK スペシャル取材班／著 KADOKAWA ４９８ウ 

『パンデミックを阻止せよ!』 浦島 充佳／著 化学同人 ４９８ウ 

『健康寿命を 10年延ばす免疫力の高め方』 

小田 治範／著 幻冬舎メディアコンサルティング ４９８オ 

『感染対策まるわかりガイド』 藤村 響男／監修 学研メディカル秀潤社 ４９８カ 

『崩壊の予兆 迫りくる大規模感染の恐怖 上・下』 

                ローリー・ギャレット／著 河出書房新社 ４９８ギ 

『簡単 5分の病気にならない朝食ジュース １００歳まで元気』 

白澤 卓二／著 徳間書店 ４９８シ 

『医者が教える食事術最強の教科書』 牧田 善二／著 ダイヤモンド社 ４９８マ 

『免疫力を高めて病気を防ぎ治す知恵とコツ』 主婦の友社／編 主婦の友社 ４９８メ 

 

『しょうが Life カラダを温めるしょうが recipe』 

            ベターホーム協会／編集 ベターホーム出版局 Ｍ５９６シ 

『食べてポカポカおいしいあっためレシピ』 牧野 直子／監修 講談社 Ｍ５９６タ 

『免疫力をアップする、塩麴のおかず』 

                白澤 卓二／医学監修 角川マガジンズ Ｍ５９６メ 

『免疫力をアップする毎日ごはん』 オレンジページ Ｍ５９６メ 

 

《 小説 》 

 『レッドリスト』 安生 正／著 幻冬舎  ア  

 『生存者ゼロ』 安生 正／著 宝島社  ア  

 

 ウィルスや感染症に関する本と、免疫力をアップするレシピ本を集めました。 

感染症対策に是非ご活用ください。 

 



 

 

 

としょかんカレンダー ３月 

日 月 火 水 木 金 土 

１ 

 

２ 

 

３ 
 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

８ 

 

９ 
 

１０ 

 
１１ 

 
１２ 

 

 

1３ 

 

 

１４ 

 

１５ 

 

１６ 

 

１７ 
 

１８ 

 

１９ 

 

２０ 

 

２１ 
 

２２ 
 

２３ 

 

２４ 
 

２５ 
 

２６ 
 

２７ 

 

２８ 

 

２９ 
 

３０ 

 

３１ 

 

 

 

   

 

 新型コロナウイルス感染防止のため、３月３１日まで臨時休館します。Web 

での蔵書検索はできますが、予約はできません。ご不便をおかけして申し訳ご 

ざいませんが、ご理解、ご協力をお願いいたします。 

「よしだ乃楽書会作品展示」 

展示期間：３月１日（日）～３０日（月） 

★悠里館ギャラリーとは、悠里館と亘理駅を結ぶ連絡橋にある展示スペースです。 

 

 

 

２月１２、１９日（水）に、元宮城県図書

館司書の萱場健之先生による古典講座「歌舞

伎 仮名手本忠臣蔵を読む」を開催しまし

た。忠臣蔵と聞くと、荒々しいイメージを想

像してしまいますが、今回取り上げたのは、 

お軽と勘平の恋愛が中心でした。 

参加した皆さんは、難しい歌舞伎の台本を

ぶっつけ本番で音読したのにも関わらず、す

らすらと読んでいました。 「カチューシャの唄」と「ゴンドラの唄」をお軽さんに捧げます。 


